
平成15年７月に設立以来、子どもたちや親子が里山や棚田などの自然環境にふれ、村の人々に出会い、四季
折々の体験活動を通して五感を磨き 感性や好奇心を育てる活動をしています。

ほしはら山のがっこうNPO法人

～ 参加者・指導者・スタッフ・学生リーダーの役割が相互に作用 ～

折々の体験活動を通して五感を磨き、感性や好奇心を育てる活動をしています。
地元の人々が、上田町集落で廃校となった小学校や地域資源を活用した地域の活性化のため、都市と農村の交

流や昔ながらの田舎暮らし、農業体験を通して農村の豊かさを実感し、コミュニティ再生活動に取り組んでいます。
また、参加者・指導者・スタッフ・学生リーダーの４者の役割が相互に作用しあう活動をしています。

取組主体
ほしはら山のがっこう

平成23年度には、「子ども若者育成・子育て支援功労者表彰 内閣府特命担当大臣表彰（子ども・若者育成支援
部門）」 を受賞しました。

 名称 ＮＰＯ法人 ほしはら山のがっこう
 所在地 広島県三次市上田町388
 会員 ４６名
 代表者 理事長 檜谷 義彦
 連絡先 特定非営利活動法人ほしはら山のがっこう
 電話・FAX 0824-69-2888
 HPアドレス http://www.twoone.net/ai/ai.home.html

ほしはら山のがっこう

広島県

★

活動の動機・目的

①参加者（子供たちや親子） 農村部を活気づける ②指導者（年長 地域住民） 知恵や技術 伝承

今の子は 「食」の起源を知らない子が多く、いのちを食べている実感がない。何とかしなければ・・との
思いと地域の活性化のため、時間をかけた宿泊や農業体験を通して「食」に気づいてもらいたい。

活動の紹介

①参加者（子供たちや親子）：農村部を活気づける。②指導者（年長の地域住民）：知恵や技術の伝承。
③スタッフ（有資格者や活動経験を積んだ者等）：自然・地域・子どもを繋ぐ。④学生リーダー：子供たちと
一緒に学ぶ。この４者の得意とする分野・役割をお互いに作用させ相乗効果を高める活動をしています。

そばの種まきの様子
(平成24年8月13日(月))

稲刈り、はぜかけ（天日干し）の様子
(平成24年9月22日(土･祝))

稲刈りの
準備はオーケー？？

自然をいっぱい！！
吸い込みましょう！！ 大学生も手伝います

種まきの前に
クワの使い
方は、ばっ

ボクに
まかせて！

木登りをしよう!!

誰が一番長く誰が一番長く
ぶら下がれるかな～？ぶら下がれるかな～？

方は、ばっ
ちりだよ！

そばの種は
食べてもいいよ♪

重いよ～！



取組内容

★ 地域関係者との連携

ほしはら山のがっこう

平成15年３月上田小学校廃校後 川西地区の自治会が立ち上がり 地域の存続 活性化のため

★ 体験活動の運営と課題

・ 平成15年３月上田小学校廃校後、川西地区の自治会が立ち上がり、地域の存続・活性化のため、
体験活動を行う「都市農村交流センター」として発足。
・ 年間イベントを計画する際、地区行事を優先的に設定。地区の運動会にイベント参加者を参加させたり、
他の地区行事にイベント参加者を組入れたりする。地域住民が非常に協力的で連携が強い。

・ レクリエーション協会の資格を持ったスタッフを中心に、大学生（ボランティア）がイベント毎に
参加し、農家への宿泊、子どもだけのキャンプ（８日間）、日替わりイベント等を企画・実践。
・ 地域に自然はあるが他に何もない 発想を転換し 真っ暗闇の中での星座や

★ 参加費の設定

地域に自然はあるが他に何もない。発想を転換し、真っ暗闇の中での星座や
川の源流にしかいない生物の観察・体験。
・ 体験時期と農繁期とが重なるため、スタッフの作業負担軽減（分散）に
苦労している。
・ 事務局の運営はボランティアで行っている。将来的には事務局を運営・
管理する人材の確保と就労条件の整備が必要。

イベントと体験をセットに活動しているが 参加費は赤字にならないよう設定

将来の夢（目標）

イベントと体験をセットに活動しているが、参加費は赤字にならないよう設定。
運営は厳しい。

★ 参加者の集め方

参加者の３分の１がリピーターで、新規が３分の２。新規の大部分が子供や親同士の口コミ。
ホームページで参加者を募集。

ほしはら山のがっこう

将来の夢（目標）

都会から移住した私にとって、過疎化が進むこの地域をいつまでも持続させたい。古いもの
を活かし、地域の文化や知恵を大切にし、ともに共感しあえる若い家族が増えてほしい。
また、地域の知恵袋である、お爺さん、お婆さん候補を増やし、育てていきたい。

ＮＰＯ法人ほしはら山のがっこう自然体験塾塾長：浦田 愛

みんなの声

（参加者）

・ 10年前、浦田さんと出会ってから毎年参加しています。広島市でも活動をしていますが、
この土地でしかできない多くのことを毎回実感しています。（30代男性（広島市））
・ 数年前、農業体験したことがきっかけで三次市上田町に家族で引っ越してきました。
ここでは、通りすがりの人に話しかけるのも普通。帰り道に草花を拾って遊ぶのも普通。
本来当たり前のことを普通に味わえるところが、とても気に入っています。（上田町住民）

（生産者）

（スタッフ（ボランティア））
・ 援農サークル「ファーマーズハンズ」の部長をしています。農業を通して子ども達や地域
の方とふれあうのはとっても楽しい！勉強にもなります。（県立広島大学庄原キャンパス 太田）

（生産者）
・ 子どもも大人も全力で楽しんで体験しています。強敵は猪！愛情込めて
育てた作物がやられてしまわないように注意を払っています。


